
[研究論文]

プーランクのバレエ曲《模範的動物))(1 940-42)の考察

~占領下フランスの政策との関連より

田崎重美

1.研究目的

フランスの作曲家フランシス・プーランク (POULENC，Francis 

1899・ 1963)が台本と音楽を担当したバレエ曲~Les animaux modeles (模

範的動物)}>(I940-42)は、初期のバレエ由~Les Biches (牝鹿)}>(1923)と

ならんでプーランクの代表作の一つである。この《模範的動物〉の大きな

特徴は、その創作と上演が第二次世界大戦中ドイツ軍によるフランス占領

という特殊な状況のもとで行われたこと、である。しかも、上演場所が当

時国立劇場となって間もない才ペラ座。で行われたこと、プーランク自身

この曲が国家委嘱作品となることを望んでいたこと 2)は、注目に値する。

《模範的動物〉に関するこれまでの研究や評論叫ま、フランス占領下での

創作という事実を言及するにとどまっており、当時の政治的要素と作品の

関係を詳縮に検討したものはない。しかし、物理的にも精神的にも厳しい

制約下にあったと三時のフランスの状況を考書、すれば、上演された音楽作品

には何らかの政治的要素の影響が不可避であったと考えちれる。

そこで本稿は〈模範的動物〉を対象として心、この曲と当時のフランス

におけるこつの文化政策、すなわちドイツ軍による占領政策とヴィシ一政

府(占領下におけるフランス政府}による政策との関連を、台本、吾楽両面

から考察する。そして、フーランク作品をよりよく知るとともに、 6領下

フランスにおける音楽活動の一端を具体的に検証することを目的とする。

なお、対象曲の内訳は{表1)に示した。以下この表の曲番号を用いて記

述する。
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{表 11対象lHJL笥 Animaux調。品l偲《模範的動物))(FP lll) 

llh吊;~}.I 場1(ljごとの表題 題材のHI.!1lr21lw単年i
Le petit jour 吋x"Hh) (Poulenc).3 

(<2)) L、Ourset les deux Compagnons ((1滋と:入のf!lslIIl沙 I匂blesV， xx '[1668] 
(<3)) La Cigale et la Fourmi ((セミと蟻沙 i匂bles 1， 1 [1従軍号
(<4)) Le Lion amoureux <0主将るヲイオユ今 f匂blesIV， i [1668] 
<<5)) L'Hommeeとn二tre人dのeu吃x路a候，ge，補s沙et ses deux Maitresses fahles 1，対 [1錨]

<<'I'.fl'-男
((6)) La Mort et le sucheron <<WTI'，ときこ恥

Fables 1， x吋 [16t蕗]
((7)) Les Deux Coqs (( :'~..:I~のfJIlXJ))) I匂blesvn， xiii [1678・79]
<(8ぬ I.，e rel!，!s_de midi (!¥i!食》 (Poulenc) 

傘 1:本航でl士、この得む'i-JIJいて存場1(IIを論とているの

勺:111典I:tt:てラ・フォンテーヌ (LAFONTAINE， .1臨nde 1621・95)の I勺hle.vr寓f，IU(全 12在}からである。なお、ローマ
数.j-:の太丈.(:n在数 l脅~}を、小どj-:nそのき'1'での11又~:k許可-を閉している"

勺:ブーランクにより指針:された場I(IIを炎す"

2. ~模範的動物》成立時期とフランスの致策

2.1 ~模範的動物》成立過程と致治的背嚢

書簡集によると、プーランクが《模範的動物〉の構想、を練り始めた最初

の記録は1937年秋に認められる(POULENC1994: 456)。しかし実際には、

フランスがドイツに降伏した直後の 1940年7月から、彼は台本の素材を

決定して具体的に取り組み姶める(Ibid.:498)。従ってここでは、題材決定

の 1940年7月かろオペラ座初演の 1942年8月までの、《模範的動物〉

に関連する政治的背景を概観する{【表2)参照)。

フランス降伏によりドイツ軍は、パリを含めフランス領土の約三分のこ

を占領し、軍政をしいた。一方、フランス政府はヴィシー(ボルド一地方}

に逃げ落ち、そこを拠点に 1940年7月10日ヴィシ一政権を発足させる。

これは第三共和制に弐わる新政権で、ペタン元帥(PETAIN，Philippe 

1856・1951)と保守主義者が中心となって親独的政策を打ち出した内閣であ

る。このヴィシ一政権はfフランス政府Jとしての形をかろうじて留め、政

策はドイツの検関を受けながらもフランス全土に及ぼすことができた。従っ

てパリは、ドイツ占領軍の管轄下にありながら、同時にヴィシ一政権の政

策下にもあったのである。プーランクは、ボルド一地方に徴兵されていた
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【表21対象曲《模範的動物》成立11寺JUfの4ドZR-
i亙ぅ)*1 政治的出来事 ブ'ーフンクと対象u1lに|題する出来事

¥ 
1937.10.12 I匂blesに基づいて対象1111~こ取り艇む

1939.9.1 第二次1ft界大戦勃発
巴

1940.6.14 パリ陥落 1940.6.2 プーランク，ボルドーへ徴兵される
6.17 フランス降伏

!:f~ I JUI 1940.7.10 ヴィシ・ー政権成合; 1940.7.10 対象Ilhの素材となる I匂'hIesの六話を決定
7.18プ}ランク， Brive-Ia-Gaillardcにて徴兵解除
となる

9 プーランク案Noのiz下:ay番〈パヲ郊外の自宅)に戻る
12 対象tlbの草 書きが完成する

1941.7.7 興行委員会(COES)J;X;立
1941.ヲ 対象曲作曲完了

第2JUI 1942.5.26 アルザス・¥Jレーヌの放棄 1942.6 対象話hオーケストレーション完成
6.4 対象dhを同家委嘱{1;，¥-I，とするよう依頼

8.8 対象tlhオペラ~にで拐筑

11.11 ドイツ，フランス全土を占領 、、.、司町、-.-一、 h 、、ー、ー一、~、見 、、、、、、ーーーー、
1943 ドイツ敗色が濃くなる

1944.6.6 ノルマンディー上陸作戦
..噌砲、、~ 、ー、、も -、‘ー、ー‘ 、.句 』 、』 ーも 、、、

8.25 パリ解放

*1:長谷)111994のヴィシ一体制区分による.

第一期ベタンのヴィシー:…中心的指導者はペタンとダルラン、権成主義的政策

第二期ラヴァルのグィシーJ:中心的指導者・はラ Eアァノレ、 ドイツの鮪昼間としての権額ファシズム的政策

が、敗戦の混乱が収まった 1940 年 9~ 頃にはパワ郊外の自宅に戻り、パ

リ解放(1944年 8月}までそこに留まり作曲活動を行った。

ドイツ占領軍はパワを、「軍人の休怠の場jとして位置付けていた(ADDED

1990: 337)。 そこでパリにおける占領軍の文化政策、特に劇場の致策とし

て、ドイツ文化を劇場に浸透させようとする一方で、生活秩序を誰持する

ためフランス作品の上演を奨励していた(Ibid.1992:331)5) "その結果、占

領下のパリでは劇場が大いに活気付き、《模範的動物〉の初演が行われた

1941・42のシーズンではバリ全体で 121の劇作品が上演されている(Ibid.

1990:319・320)。観衆はフラ:ンス入だけではなく、桟敷席はドイツのエリー

トクラスの軍人で占められていたω。占領軍は 1941年 7月に興行組識委

員会(COES)を設立して作品の検弱体制を整え、フランス入の愛国心を鼓

舞する台詞や時局風刺の台詞に対して書き換えや削除を求めるようになる

(渡辺 1994:169・170)。しかし、才ペラ塵などの国立劇場はその管轄外で
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あった(ADDE])1990: 334)。従ってそこでは、ヴィシ一政府の政策がより

大きな影響を与えていた。

渡辺によると、ヴィシ一政権は大きく分けて二つの時期に区分される。

第一期は 1940年 7月から 1942年 4月で、ペタン元帥が大きな影響力を

持って権威主義的政策を打ち出した時期である。第二期は 1942年 4月か

ら1944年8月で、元副首相ラヴァル(LAVAL.Pierre 1883・1945)が中心と

なりドイツの衛星国としての擬叡ファシズム的政治を行った時期である(渡

辺 1994:81・82)。これによると《模範的動物〉は、第一期全般と第二期最

初期にわたって創作されたということができる。

ここで注呂することは、《模範的動物〉の製作時期の大部分を占める第

一期が、ヴィシ一政府の政策f国民革命 Revolution.NationaleJが声高に

叫ばれた時期であること、そしてこの政策が当時の劇場関係者の多くに影

響を与えたことである。彼らは突然の侵路による政治の一変の中で、ペタ

ン元帥が提唱するこの国民革命に期待を寄せ、芸術再生のためにこの改革

と手を携えることを決意したとされる(ADDED1996: 252・253)。従ってこ

こでは国民革命の特徴とそれが文化面に与えた影響について検討する。

2.2 r国民革命iの特徴

国民革命は、 1940年 10月9日~訪日にラジオにて発表された、フラ

ンス入によるフランス国民のためのf新しい秩序J(PETAIN 1989: 88)の指

針である。これには、対独協力をしながらもフランスの立て直しを図る呂

的がこめられていた。ここで主張されている理想社会はフランス革命以前

の措級社会、権威主義社会であり、個人主義とも共産主義とも異なる“共

同体主義"に基づくものである(ADDED1996: 255戸。

PAXTON 1972と渡辺 1994によると、国民革命の具体的な特徴は、国

民の道徳的再建と経済政策として表れている。道徳面では主として、1)伝
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統的カトリシズムによる教育、 2)r家族Jを基本単位とする社会的ヒエラル

キーや規律の重視、3)スポーツと労働による青少年の育成、が主張されたc

経済面では、人々の農業への復帰に最も力が入れられている。これは当持

フランスが、敗戦に伴う過酷な負担のため、深刻な食料不足に賂っていた

ことが直接的要因と考えられる(渡辺 1994:106)。これらはスローガン「労

働、家族、担国jに集約され、ヴィシー第一期においてはラジオなどのメ

ディアを通じて声高に主張された。しかし、国民の実生活においてこれら

の成果はあまり上がらず、ヴィシー第二期に入ると国民革命の主張は次第

に影を潜めていくことになる。

国民革命が文化面に与えた影響で注目すべき点は、この思想に反すると

思われる出張物や演劇、映画などがヴィシ一政府の検関の対象となってい

たことである o ヴィシ一政府の検関は、 ドイツ側の検関にもまして厳格で

あった{渡辺 1994:121)。

3. ~模範的動物》の台本の特徴

3.1プーランクの創作場富の特徴

プーランクは《模範的動物〉の音楽だけでなく、バレエ全体の場面設定

や進行も任されていた。そこでフーランクは、ラ・フォンテーヌ(LA

FONTAINE， Jean de 1621-95)のFablesW寓話1より選択した六話に基づ

く場面 ((2))~ ((りとは別に、夜明けの場面((1))と昼食の場面を独自に

設定した。これは作品全体の冒頭と最後の部分にあたり、 f7月の午前から

正午までjという作品内での時間の流れを示す役割を担っている。このプー

ランク猿自の創作場面台》、 ((8))部分の梗概 8を考察した結果、当時ヴィ

シ一政府が掲げていた国民革命の影響が指掻できる((表 3)参照}。
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{表3]<(;模範的動物》の台本と f霞民革命jで推奨されている理念との関連

曲番号 プーフンクによる台本勺 国民革命と関連|
する理念

({1)) しばらくして、農民たちがAmolpheの家よりゆっくりと表れ、生歪 農業、労働

道.FJ..を十Hいで封11へ1+¥かけるη
小さな錦が鳴り、名婦人がJ\IJ..I~を縫えて舞台を械~Jるn カトリック

Jr:人の手金が突然mれてき~を荒らし、 Amolphe は後らを厳しく叱つ 農業、(家族) I 
て対11から迫いIIiす。

((8)) 暑さと愛盤に疲れた農民たちが、集団でゆっくり渓ってくる。 農業、労働、

彼らは道芸を誼く。何人かが家の'Pに入るが一長いテーブノレを持って 家族

再び登場し、料理や水差しをテーブルにのせる。

彼らは食卓の周りを掛み、観客iこliilかつて静止し、 leBen毛dicitる カトジック

(食品irの訴り}を111¥える。

Elmireは窓辺ですねているが、後らは座り、厳かに食事を始める。 家族

.1: ~撰範的動物》ピアノスコア(@1942)の雪頭iこ記されている. "Argumcnt (梗抵~)"より、築者が訳したものを記す。な

お下線i土壌 r..によるもので、 lï;lJ~革命のJ11!急と j芸.Jiiliのある:~.-Iノードを '1ミしている句

南場面に共通して見出せる理念が、 f農業と労働J、f宗教{カトリック)J 、

f家族jである。まず、((1))((8))ともに主たる登場人物は農民 paysansで

ある。彼ちが((1))で道具を担いで畑へ労働に出かけ、 ((8))で疲れて戻っ

てくる筋書きは、「農業と労働jの主題に基づいている。また本筋とは別に、

((1))では鐘{おそらく教会)と聖書、 ((8))ではleBぬるdicite(食前の祈り)

が出現してクローズアッフされることから、プーランクは意図的に「カト

リックjの主題を取り入れていると考えられる。その他、((1))における子

供やま8))における食事の様子などは、集団あるいはf家族Jを主題にして

いると考えられる。

これら《模範的動物〉の舞台状況を決定付ける共通主題は、選択された

文学的題材Fablesの主題とはあまり関連性がない。これちはFablesより

も、国民革命の理念の方により忠実であるということができる。

3.2 Fab!es fこ基づく場面の特徴

3.2.1 Fab!esに基づく場面のもつメッセージ性

Fables誌、イソッフ物語などの寓話(動物などを人格化して作った教調的
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なたとえ言訟を素材に韻文形式で書かれた、 17世紀フランス文学を代表す

る作品である。これは基本的に、一話ごとに(r前書きJ)一月、話J-r教訓jの

構成をもっている。 f前書きJはない場合が多いが、時に特定の献呈者に

宛てた戒めや筆者ラ・フォンテーヌ自身の猿白が筆者自身の言葉として語

られる部分である。 f小話j は物語部分で、多くの場合人格化された動物

たちによって短い話が展開する。最後の「教訓IJ部分は、短いが最も重要な

意味を持つ部分である。ここでは「小話j の結末から学ぶべき知恵が筆者

自身の言葉で語られることが多い。

ところで、《模範的動物〉中の Fablesに基づく各場面 ((2))"'-' ((7))の

スコア冒頭部分には、話中の一行がフーランクにより引用されて記されて

いる弐このプーランクの引用匂を検討すると、 f教書rlJからの引用は <(4))

だけで、残りは f小話jかちの引用である。従って、《模範的動物》は二

重のメッセージ〈スコアの引用匂)、を許せ持っていると考えられる(【表

4]参照〉。この二重のメッセージ性について考察した結果、大きく分けて

次の二点が指摘できる。

まずーっは、プーランクが現状を表現する意図を持っていたことである。

これは ((3))((のに特に顕著で、フーランクはスコア引用匂を通じてパリ

の深刻な食糧難を訴えている。また、 ((6))の教訓「死よりはむしろ苦しみ

を」や ((5))のスコア引用句「よく見定めることが肝心だけま、ドイツとの

徹底抗戦を避けて敗北を受け入れたヴィシ一政権の態度を表していると考

えられる。

もう一つ辻、フーランクがスコア引用句にて Fahles回右の教訓を隠し

つつ、寓意的にドイツ軍批判を行っていることである。この点が最も顕著

なのが ((7))である。フーランクが選択したこの話の教詞「激慢な勝者はみ

な、自ら破滅を招くjは、恐らく占領ドイツ軍に向けられていると考えら
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{表41選択されたFab!esの持つ教訓とプーランクの引用句の比較
曲番号

<{2~ 

<{3~ 

<{4~ 

<{5~ 

<{6~ 

<{7~ 

Fαblesの教書11 プーフンクの引用匂
第37-38行自 第23行自
-11 m'a ditqu'i! ne fautjamais SeigneurO区s，com盟eunsot， do羽田

v僚そmうが金だ言壱うにapはe，atLsdel'O国 3直qu以'四外仕m怯l'副.trmspar岡田 号館sce panneau: 
とめた熊の して売るべきではない 書室殿はばかだったので，この計略iこ引っ掛かった.) 

第21・22行自 第7行自
-Vo山 chantieZ?J' en suis fortおse: El1e a1la crier famine 
Eh bien! dan詑:zmむn取laIlt. 〈セミ泣飢えを訴えに行った)

{款を歌っていただって?それは大変藷構.

それじゃ，今度は踊りなさい.) 

第59・60行呂 第59行臣

Amour， A盟Oぽ~quand tunous tiens Amour， Amour， quand包 nousti偲 S
on peut bien dire: <<Adieu prudence!>> 。窓よ，恋よ，おまえが我らを提える時f ) 

。苦よ，恋よ，おまえが我らを捉える待，こう言うことが

できょう慎重さよ，さようならJ.) 

第28-29行自 第9行自
Celle年leje prendrais vou金-aisqu'主語facon Bien adrぉSぽ n'estpぉ peti怯a:ffaire.
Jev，毛cusse，et non a la mienne. (よく見定めることが野心だ.) 

(私が妻とする人は，私の諾畿ではなく自分の読龍に合わせて

私iこ生きて欲しいわけだ.) 

第 19・20行君 第9行臣

Plutot却 U缶:tr弓ue Pointde ンp血もnなqくu，ei休弓u息efjでoきis，るe時tj泣am全aくISなdい.e repos. 
C'estlade吋sedes盟2100訟lur盟1I，es. 〈持にはパ . ) 

(死よりはむしろ苦しみを，これが人詞の標語である.) 

第30;.32行昌 第8行目

Tout vainqueur Insolent a認 P庶民国:va辺e. Lag叙ltq羽戸市説記aus戸C包cleaccourut; 
D組 OflS-no出品uSOrt， et ptenons伊rde主nous 〈とさかを持つ種族は，この見世物iこ駆けつけた.) 

Apr毛sle gain d'une泊凶le.
(像現な務者はみな，皇ら磁諒を招く.運命に用心し，我が身を

警戒しよう，戦いに勝利した後は.) 

れる 10)。しかしフーランクはこれを表面に出す代わりに、劇場に通うドイ

ツ将校の様子を引用匂で表現することにより(fとさかを持つ種族は、この

見世物に駆けつけたJ)、亘接的にではなく寓意的にドイツ軍批判をしてい

ることが考えられるのである。こうした比喰的批判方法は、当時ドイツと

ヴィシ一政府双方からの台本の検関をパスする上で必要な手段であったと

も考えられる。

3.2~2 アーランクによる Fab!es の内容変更とその持徴

プーランクの台本はFables六話に基づく場面の大部分において、原作の

内容に忠実に沿った話の展開を行っている。しかし、一部において、素材

とした話の内容とは明らかに異なる筋書きをプーランクが創作している点
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が注目される。その中では、おそらくバレエ作品という制約上生じたと思

われる変更もあるが 11)、それ以外にプーランクの意図によると思われる変

更が見出された。ここでは、特に注目すべき内容変更が行われている <<4))

と <(7))について、その変更の特徴を考察する。

まずま4))においては、後半の台本が以下のように創作されている。

r (ライオンが武器を捨て、召使が彼を揺らえようとした後}ライオンはげ

んこつで彼らを追い払い、一銭びで逃げる。皆が驚く。エルミール{ライ

才ンの恋人)は道に落ちたライオンの帽子を取り、それを胸に押し当てて

うっとりする。人々は彼女に態棄さな態度を取り、元気付け、家へと送り届

ける。 JFablesの教書11は[恋は盲目jであり、ライオンは恋による無防舗の

ために敵の策路に陥れられる者として描かれている。しかしプーランクは、

f策略Jや[慎重さjといった要素を排除して、エルミール(プーランクの創

作人物}の恋という Fablesにはまったく見ちれない創作部分に焦点を当て

ている。これには次の理由が考えられる。

一つは、菌民革命の理念であるf共同体」の要素を盛り込むことで、プー

ランクはヴィシ一政府側かち好意的に見られることを意図した、という考

えである。この考えは、人々がエルミールを慰めるという部分に顕著に表

れているということができる。もう一つは、寓意的表現でプーランクはフ

ランスの政治的現状を表現した、という考えである。これはライオン(恋

の邪魔をされたとき、武器を捨てて逃げる}をフランス国家に、エルミー

んをフランス入に、アーノルフと家来(ライオンとエルミールの邪魔をし、

武器を捨てたライオンを捕まえようとした}をドイツ占領軍と解釈するこ

とで説明できる。フーランクは、こうした場面を創作することにより、早々

と降伏したフランス国家に対してフランス入が希望を捨てずにいることを

比喰的に表現したかったのではないか、と考えられる。
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((7))においても、後半の台本が以下のように創作されている。

r (ハゲタカが喧嘩に勝利した竣鶏を捕まえた後)難鶏が舞台に戻ってき

て、(喧嘩に負けて倒れていた)傷ついた撞鶏に近づく。他の離鶏も 2、3

羽設に近づき、少しずつ、そしてとうとうすべての離鶏が傷ついた誰鶏を

取り囲む。最初の雌鶏がとても扇情的なしぐさで踊る。雄鶏は礼讃される。j

Fablesの小話では、勝者の雄鶏がハゲタカに捕らえられたので敗者が再び

難鶏を口説き始める、と書かれているだけである。しかしプーランクはそ

の部分に対して、敗者が難鶏たちから大々的に札讃される筋書きを立てて

いる。ここでも、寓意的表現によるフーランクの政治的願望が表されてい

ると考えられる。すなわち、最初は鶏同士の喧嘩に負けたが後に礼讃され

る黒い雄鶏をフランス国家に、喧嘩に勝ったがハゲタカにより措らえられ

る白い鶏をドイツ軍と解釈することにより、フーランクはフランスの将来

に希望を見出そうとしている、と考えることができるのである。

プーランクにより Fablesの内容から大きく変更されているこの仏》と

((7))の台本は、 Fablesの「教書IIJに見られるような亘接的政治要素を注意

深く隠す一方で、寓意的表現によりフランスの未来に対する希望を表して

いるのが特徴である。特に、 ((4))におけるライオンと ((7))における黒い

雄鶏(共にフランス国家の露、喰)の役を、オペラ座における名振付師兼ダン

サーのセんジュ・リファール(注6参照)が担当したことも、この二つの場

面の重要性を裏付ける重要な事実である。

4. ~模範的動物》の音楽的弱徴

《模範的動物》と政治的背景との関連は、音楽的要素にも見出される。

その大きな特徴辻、 f分かり易さjに貢献する工夫である。ヴィシ一政権下

で劇作品は、階級を超えた連帯惑を生み出すために、簡素、鍵康的である
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ことが望まれた 12)。

4.1統一的モチーフとその脅徴

まず、〈模範的動物〉には各場面に共通する音楽モチーフが存在する。

これは、((1))の第一主題{(譜例 1))と第二主題([譜例 2))として提示

される。第一主題は ppで、夜明けの光を表現していると思われる。そし

て第二主題はffで、人々の賑わいを表現していると思われる。その後第一

主題は、 ((3))と ((7))の緊張感のある移行部分で、短く変形されて再出現

する((譜剖 3a，b) )。それに対して第二主題は、 ((4))と ((8))の冒頭主題

として変形が出現し((譜例 4a，b) )、連続反復されるのが特徴である。

これは ((4))では9回、 ((8))では7図、変形されながら連続反復される。

{譜例 1)第一主題紅))mm. 1-4 

{譜例2)第二主題((1))mm.36・41
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【譜例 3)第一主題の変形

a. '<(3)) mm. 178" 179 b. <<7)) mm冒 186・188
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{譜例 4)第二主題の変彰

a. <(4)) mm. 1・8 1.05 fcnell'cs Il'Elmire s・ouvl'cnl.区Imircuppnrnil， rnvi~sallte; clle拍 coifCc，rit <111 solcil ct 
Passionn己meutanime J.1lO・M

b. ((8)) mm.l・8
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その他、((1))と ((8))は第二主題の他にも場面最後の部分に共通するモ

チーフを持っているけ譜例5a.bJ ) 13)0 このため、曲全体は対称的印象が

与えちれているということができる。

{譜例 5]む))((8))に共通のモチーフ

a. ((1)) mm.72・73

La 51:旬。 問stevide. 

-a;---¥JX.  . 

、，‘ー

b. ((8)) m.50 

m耳i rUI礼 lehCllcdieitc. 

こうしたモチーフは、曲全体に統一感を与えると共に、観衆の状況把握

を助ける役目を持っていると考えられる。

4.2 視点別音楽的特徴

次に、筆者はラルー/大宮 1988を援用して《模範的動物〉の音楽分析

を行った結果、各場面に共通する音楽的特徴を見出した([表 5】)。それ

らをまとめると、以下のように指摘できる。

. 旋律パターン数や転調司数が((1)) ((8))では限定されているのに対し

て、 Fablesに基づく部分程))--((7))では非常に多い。従って、((1))

((8))とFablesに基づく部分とが、対照的になっている。

. 特定旋律の反復(3田以上}は全場面において見られたが、中でも 7・9

自もの反復が存在している (4.1の「第二主題j参照じまた、出現頻度

の多い旋律は連続反復されるのに対して、頻度の少ない旋律は不連続

で再帰的に出現することが多い。・全場面において調性は非常に明快で、移行部分には経過的転謁、転調
的ゼクヴェンツ、部分的半音階進行が多く見ちれた。その他、言毒性的
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[表 5]<<模範的動物》の音楽における特2徴

提点 苦楽的特徴 該当する場面

旋律 旋律の孫類が①多い (10・20様類} ① <<2>> <<3>> <<1>> <<6>> <<7>> 
②少ない(4-8積惹。 ②((1)) ((5)) ({8)) 

特定のJJt~ltが1)(1をされる頻度合1 が①多い (7・9 liij) ① ((tI)) ((7)) ((8)) 

②少な加、0・51111) ②(( 1)) ((2)) ((:J)) ((5>> ((6>> 

右Ij~{ 転調IEI数:が①多い(11 -20 li1l) ① ((2)> ((a)) ((1)> ((5>> {(6)) ((7)} 

②少ない(2-6lTIl) ②((l)} ((8)) 

経過的i伝説もしくは転調的ゼクグェンツの多m ({1}) ((3))ま4})((5)) ((8}) 

部分的半音階進行の使用 <<2>> <<3>> <<4>> <<5>> <<6>> <<7>> 
調性的旋法の使用 ((l)} ((6)} ((7)) ((8)) 

l需主誠転調、ピカルディ-rの使用 ((2)) ((4))ま6))
{主義l昔における第三l:y.1ニの半ff変化を合む)

パスの持続音の使用 ((2)) ((5)) ((6)) 

リズム ヲズムパターンの積類が①多い(9-11積類) ① ((2)) ((3))ま7))

②少ない0・5fif(類) ② <<1>> <<4>> <<5>> <<0>> <<8>> 

強弱 強弱変化が①pp......，n・I・まで変化に嵩む ① <<1>> <<3>> <<4>> <<6>> <<8>> 
②f-...ffが中心 ② ((2)) ((5)) ((7)) 

* L:変形を含む。

旋法の部分的使用や需主調転謁による和声的色彩変化も多く見られた。

• 1)ズムパターンの変化は、((1))((8))を含む多くの場面において少ない。

しかしりズム変化の多い場面も存在し、曲集に変化を与えている。

' 強弱変化は、((1))((8))を含む多くの場面において変化に富む一方、そ

の抱の場面では f~丘中心である。従って、強弱面での特徴は曲集全

体に華やかな印象を与えている。

以上より《模範的動物〉の苦楽は、変化に貢献する要素を随所に含みつ

つ、全体としてf明擦Jという性質を持っているということができる。それ

は、旋律反復、明快な語性、少ないりズム変化といった共通特徴、またま1))

((8))とFables部分との対照、に表れている。

4.3 フランス民謡の引用

この抱、後にプーランク自身が主張したように(POULENC1954: 58)、
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((7))における二羽の鶏の争いの場面で、フランス民謡“Non，non， vous 

n'aurez pas notre Alsace-Lorraine (いやいや、我らのアルザス=ロレーヌ

地方は渡さないよ)"冒頭部分の変形が見出されることも、注目に値する((譜

例6])。このモチーフは転調して2度繰り返される。

{譜例 6) フランス民謡の引用

".. . 

((7)) mm. 148・194

/士二二hjケJi

実際アルザス=ロレーヌ地方は、占領直後にドイツの併合地区となった

が、《模範的動物》オーケストレーション完成重前の 1942年 5月26日に

は、ヴィシ一政府により完全にドイツに譲り渡された((表2参照))。プー

ランクによるこのフランス民謡の引用は、こうした靖勢の中で、語、喰的な

後の政治的意思表明として考えることができるのである。

5.結論

この《模範的動物〉におけるプーランクの政治的態度は、本稿における

初めての具体的考察により以下のように判明した。《模範的動物〉は結果

として次の二つの政治的要素を含んでいる。それはすなわち、ヴィシ一政

府の政策である国民革命に非需に忠実であること、そして寓意的手段によ

りドイツ批判と愛国主義を表現していることである。国民革命への忠実さ

は、台本におけるプーランクの創作部分((1))((8))や、明瞭で分かり易く
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工夫されている吾楽に顕著である。ドイツ批判と愛盟主義は、仏))((7))に

最もよく表れていて、台本では Fablesの持つメッセージやプーランクに

よる内容変更、そして音楽ではフランス民謡の引用に表れている。ただし

このドイツ批判と愛国主義的要素は、比E会的表現によって注意深く揺され

ており、どちらかといえば控えめな要素といえよう。

こうしたプーランクの態度は、創作当初から決定されていたわけではな

い。彼は最初、 1920年代に成功を収めた自作バレエ<{LesBiches~のよう

な作品を念頭においていたが、次第に時代の趨勢を意識して創作する態度

に変わっていった、と考えるのが自然と思われる 14)。占領下パリにおいて

ヴィシ一政府を味方につけることにより、ドイツ協会(注 6参照)に所属

して積極的に対独協力を行っていた芸術家とは加の道で、プーランクは大

型作品の上演と好評を勝ち取ることを試みた、ということができる。

本稿はプーランク作曲《模範的動物〉を対象として、当時のフランスに

おける政策との関連を考察し、占領下フランスにおける音楽活動の一端を

具体的に検証した。もっとも同じ占領下でも、フーランクの作畠活動にお

ける政治的態度は、時々刻々と変化する政治構勢に平行して変化していく

ことになる。特にヴィシー第二期において辻、合唱由<{Figurehumaine (人

間の顔)}>に代表されるレジスタンス色の濃い曲が作曲されるようになる。

従って今後は、ヴィシー第一期の倍のプーランク作品及びヴィシー第二期

に作曲された作品も検討することで、占領下フランスにおける音楽家プー

ランクの態度をより詳しく考察することを課題としたい。
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j主:

1)パリ・オペラ座(l'Operade Paris)はオペラ・コミック窪と共に、 1939年に創設さ

れたRTLN(国立才ペラ劇場連合〉の傘下に入り、国春化された〈竹内 1994:122)。

これ誌ヴィシ一政権にも引き離がれる。

2) 1942年6月にプーランクは、オペラ窪を含むRTLNの総支配人ジャック・ルーシェ

(豆OUCHE，Jacques 1862・1957)に宛てた手紙の中でこう述べている。 f私はこのバ

レ工作品を特別に才ベラ座のために書きました。従いましてこの《模範的動物》の

台本をお読みになられましたら、これが芸術rTの予算かち語り当てられる委嘱の一

環となること、そしてその結果、台本と作曲双方を担当した私に、一幕につき千フ

ラン支給して下さるのが公正であることと思われます。 J(POULENC 1994: 518)し

かし実際には、〈模範的動物》は国家委嘱作品と誌ならなかった(Ibid.:519)。

3) <模範的動物〉に言及している主な先行研究は、DANIEL1982とMELLERS1993 

である。両者とも《模範的動物》を、フーランクの宗教的合唱曲との音楽的類似性、

そしてプーランクの代表的バレ工作品<LesBiches(牝鹿):>(1923)との翼連註の観点

から論じている。

4)本穣ではバレ工作品としての《模範的動物》を考察対象とする。従って、管弦楽曲販

の《模範的動物:>(1947年出版}は考察から省いている。

5)ただし、劇場からのユダヤ入締め出しゃユダヤ人に関する作品の上演禁止などは、徹

患して行われた。

6)劇には言語的障壁があるため、一般のドイツ兵はミュージックホールやキャバレーに

行く者が多かった。従って、フランス語の劇はフランス入の主張の場としての性格

を帯びてくる(ADDED1990: 336・337)。またオペラ座に関していうと、オペラより

もバレエの方が多く公議された(舎内 1994:123)が、これは専属振付師であるセル

ジュ・ワファール(LIFAR，Serge 1905・1986)がドイツ協会(ドイツ軍による強仏文化

交流目的の機関}に罵していたこと{長谷川 1986:63)と、ペタンに気に入られていた
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こと(Ibid.:54)も関標していると考えられる。

7)ヴィシ一政府の考え方によると、敗戦の責任を負うのは無能で無責任なf数jの権威で

ある第三共和制である{渡辺 1994:82-90)。これにとって代わる体艇として、 fナポ

レオン主義的中央集権Jr威圧政治J(PAXTON 1972: 142)が標携された。

8)ピアノ・スコア(1942年出版)、才一ケストラ・スコア(1944年出版}双方に印尉さ

れている“Argument(梗概)"より考察を行った。

9)これも、ピアノ・スコア(1942年出版しオーケストラ・スコア(1944年出版)双方

に印剥されている。

10)敗戦したフランス第三共和制内擦を指すと解釈することもできるが、後述するプー

ランクによる FabJesの内容変更や音楽的特徴を併せて検討すると、ドイツ軍を指す

ものと考えられる。

11) ((2))において熊が踊る場面や、 ((4))においてライオンと恋人が踊る場面は、バレ

エにおいて揺りの見せ場を作る必要上の内容変更と考えられる。またま3))において、

セミが歌う代わちに踊与を語り、アリが踊れと言う代わりにヴFァイオリンを差し出

すところも、踊りを中心に量くバレ工作品としての内容変更と考えられる。

12)1941年初めまでコメディ=フランセーズ支配人であったジャック・コポー (COPEAU，

J acques 1879・1949)の著作“Leth給trepopulaire (人民譲嬢)"(1941)では、演劇は

笥素、健豪的であるべきこと、また現状の恥辱を反映する基地であるべきことを主

張している (ADDED1996: 250)。これは当時の演劇関祭者にも共通する考え方であっ

たと患われる(Ibid.:252)。

13)この三和音の揺らぎは、プーランクの宗教的合唱由主Litanies主laVierge Noire (黒

衣の聖母への連祷)))(1936)を思わせ、宗教的であることが既に指擁されている

(DANIEL 1982: 290・291)。実欝この部分の台本は、カトリックの要素を含んでいる

{本稿3.1参照}。

14)プーランクが 1940年9丹9自友人のミヨー(MILHAUD，Darius 1892・1974)に宛
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てた手紙の中では、 r<Les Biches>のようにJという言葉が出てくる。この詩の援

の計画では、オペラ産公演の後 1941・42年に北アメリカに渡り、パランシン

(BALANCI王INE，George 1904・1983)もしくは<LesBiches>の振付を担当したニ

ジンスカ (NIJINSKA，Bronislava 1891・1972)に《模範的動物》の振付を依頼するは

ずであった (POULENC1994: 504・505)。しかし結局、この計画は実現されなかった。
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